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研究成果の概要（和文）：大規模コホート研究である岩手県北地域コホート研究に地理データを追加したデータセット
を用い，居住地の標高と肥満傾向と運動習慣との関連を検討した。その結果，女性について標高が高くなるにしたがい
，肥満傾向が増加し身体活動量が減少することが確認された。
また，高齢者において膝伸展筋力とバランス能とは関連しており，山間寒冷地でも実施でき，介護予防に結びつく在宅
運動プログラムとして片足立ちとスクワットのトレーニング・プログラムが有効であることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：Using the data set that added geography data to Iwate KENCO Study, that was a larg
e-scale cohort study, we examined the association with between the altitude of the place of residence and 
an obese tendency and the exercise habit. As a result, it was confirmed that as for the women by the altit
ude of the place of residence becoming higher, obesity tendencies increased and physical activity decrease
d.
It was suggested that the balance ability is associated with knee extension muscular strength in elderly p
eople. Also, it was suggested that the at-home exercise including both One-Leg Standing and squat, that co
uld be performed even mountain cold districts, is effective for prevention of nursing-care.
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１．研究開始当初の背景 
健康日本２１（第２次）では健康寿命の延伸
とともに健康格差の縮小をかかげている。欧
米や発展途上国では、ジャンクフォードと呼
ばれる安くて高カロリー・高脂質の食品の摂
取が所得の低い階層で肥満者割合を上げ、さ
らに循環器疾患を始めとした疾患の罹患リ
スクを上げている可能性がすでに指摘され
ている。日本でも県民所得が低いとされる沖
縄、青森県、岩手県では、東京や大阪と比べ
て肥満者割合が高いことが示されている。さ
らに、都市部と周辺部でも肥満者割合は異な
り、岩手県においても都市部の盛岡市と比較
し山間地域の肥満者割合は高い。既に私たち
は岩手県北部山間地域で高度肥満者が多い
ことを確認しており、経済的な問題が関係し
ている可能性もあるが、地理的条件など身体
活動量に影響する要因が存在する可能性が
ある。 
 
２．研究の目的 
健診受診者 26,469 人が参加した循環器疾患
に関連した大規模コホート研究である岩手
県北地域コホート研究（県北コホート）基礎
資料とし、地理データを追加したデータセッ
トを利用し、山間地域住民の運動習慣が肥満
にどのように影響しているのかを明らかに
する。さらに、要介護に結びつく生活体力低
下を予防するための山間住民の実態に即し
た健康教育プログラムの開発を目的とした。 
 
３．研究の方法 
(1) 居住地標高による BMI、血圧、血清脂質、
ヘモグロビン A1c および運動習慣の検討 
岩手県北地域コホート研究は、岩手県北部の
二戸保健医療圏（研究開始時 1市 3町 1村）、
久慈保健医療圏（同 1市 1町 4村）および沿
岸の宮古保健医療圏（同 1市 3町 3村）の計
18 市町村のうち 17 市町村の協力を得て、こ
れらの地域住民を対象に開始した地域ベー
スの前向きコホート研究であり、対象地域は
沿岸部、山間部、内陸平野部などを含み総面
積は 4,86km2 と広い。地理情報として、個人
データから字単位までの住所情報をもとに、 
GIS（地理情報）ソフトに国土地理院発行の
数値地図および50mメッシュ標高データを入
力したデータセット用いた。BMI、血圧、血
清脂質、ヘモグロビン A1c は健康診断の測定
結果を用い、運動習慣（座位時間、歩行時間
（余暇時間を除く）、余暇運動）はアンケー
ト結果を利用した。解析は対象者を居住地標
高 四 分 位 別 (Q1:1-19m, Q2:20-106m, 
Q3:107-200m, Q4:202-800m)に区分し、男女
別に年齢を共変量とする共分散分析を用い
て検討した。 
(2) 介護予防に結びつく山間寒冷地でも実
施できる在宅運動プログラムの検討 
山間寒冷地での運動プログラムには自宅の
室内で簡単にできる運動メニューが必要で
あり、足趾機能トレーニングがその一つに考

えられる。足趾機能評価の基礎的検討を行っ
た。 
①足趾把持力および足趾挟力と静的バラン
ス能力との関連 
足趾把持力および足趾挟力と静的バランス
能力との関連について地域女性高齢者129名
(平均年齢 79.0±7.1 歳)を対象に検討した。 
足趾把持力（足指筋力測定器：竹井機器工業
株式会社製）、足趾挟力（足趾力計測器チェ
ッカーくん：日伸産業株式会社製）と開眼片
足立ちを測定した。足趾筋力と静的バランス
能の関連については、開眼片足立ちの成績に
より 4 分位(Q1:1.0～6.9、Q2:7.6～18.4、
Q3:18.9～56.9、Q4:60)に分け年齢を共変量
とする共分散分析を行った。 
②下肢運動機能と静的・動的バランス能の関
連 
地域高齢女性 50 名(平均年齢 82.3±4.3 歳)
を対象に下肢運動機能評価として等尺性膝
伸展筋力、足趾把持力、静的バランス能評価
として開眼片足立ち時間、動的バランス能評
価としてファンクショナル・リーチ(FRT)を
測定した。下肢運動機能と静的・動的バラン
ス能の関連については Spearman の順位相関
分析を行った、またバランステストである開
眼片足立ち時間、FRT の成績によりそれぞれ
3 分位｛(片足立ち Q1:2.0～6.5、Q2:6.7～
13.6、Q3:15.5～60)、(FRT Q1:6～18、Q2:19
～25、Q3:26～34)｝に分け下肢運動機能につ
いて年齢を共変量とする共分散分析を行っ
た。 
③３ヶ月間の片足立ちとスクワットのトレ
ーニング・プログラムの効果 
デイサービスの参加高齢者 49 名(平均年齢
82.6±4.4 歳)を対象に、週１回の教室時に自
宅で片足立ちとスクワットのトレーニン
グ・プログラムを実施するように介入を行い、
FRT、開眼片足立ち、膝伸展筋力、足把持力
の変化を検討した。 
 

４．研究成果 
(1) 居住地標高による BMI、血圧、血清脂質、
ヘモグロビン A1c および運動習慣の検討 
男性では標高が高いほど年齢が若く、逆に女
性では標高が高いほど年齢が高かった。男性
では標高が高いほど、BMI、ヘモグロビン A1c
が低く、HDL コレステロールが高い傾向が認
められた。一方女性では、標高が高いほど、
BMI、収縮時血圧が高く、総コレステロール
が低い傾向が認められた。女性において居住
地の標高が肥満に関連していることが示唆
された。 
運動習慣ありの者（週 2回以上、1回 30分以
上、1 年以上、運動をしている者）の割合は
男女とも標高が高いほど低くなる傾向が認
められた。座位時間、歩行時間（余暇時間を
除く）と余暇運動時間、余暇身体活動量に分
けて検討すると、標高が高いほど座位時間は
男女とも少ないが、歩行時間について男性は
多く、女性は少ない傾向にあった。また標高



が高いほど余暇活動時間と余暇身体活動量
は男女とも少ない傾向が認められた。特に女
性において居住地の標高が身体活動量に影
響していることが考えられた。 
(2) 介護予防に結びつく山間寒冷地でも実
施できる在宅運動プログラムの検討 
①足趾把持力および足趾挟力と静的バラン
ス能力との関連 
足趾把持力と足趾挟力間には中程度の正の
相関関係が認められた。静的バランス能力と
足趾挟力に有意な関連性が認められたが、足
趾把持力との関連は認められなかった。 
②下肢運動機能と静的・動的バランス能の関
連 
膝伸展筋力測定と開眼片足立ち測定により
得られた測定値の間には、有意な弱い正の相
関が認められ（ρ=0.333,p<0.05)、膝伸展筋
力測定とFRTにより得られた測定値の間にも、
有意な弱い正の相関が認められた（ρ
=0.300,p<0.05)。また、開眼片足立ち・FRT
の成績により3分位に分け下肢運動機能につ
いて一元配置分散分析を行った結果、両者と
も膝伸展筋力において3分位間に有意な差を
認めた。さらに、多重比較を行った結果、開
眼片足立ち 3 分位では Q1-Q2、Q1-Q3、FRT3
分位では Q1-Q3 の間に有意な差を認めた。ま
た、年齢を共変量とした共分散分析の結果で
も開眼片足立ち・FRT3 分位と膝伸展筋力との
間には有意な関連が認められた。 
③３ヶ月間の片足立ちとスクワットのトレ
ーニング・プログラムの効果 
3 ヶ月後に FRT と膝伸展筋力に有意な向上が
認められたが、開眼片足立ち、足把持力には
有意な向上は認められなかった。 
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